
民生費
32.6%

農林水産業費　7,445万円
　林道整備：2,421万円
　水と緑のふれあい館管理委託料：362万円

商工費　4,508万円
　秩父音頭まつり補助金
　：400万円

消防費　3億1,415万円
　第２分団詰所建設工事
　：4,047万円
　第２分団消防普通積載車の購入
　：1,112万円
　第１分団第１部消防ポンプ自動車の購入
　：1,987万円

公債費　3億3,388万円
　元金の返済：3億120万円
　利子の返済：3,268万円

土木費　5億2,670万円
　道路新設改良費：1億4,806万円　
　道路維持費：6,230万円

その他　1億1,364万円
　議会費：7,098万円
　労働費：162万円
　諸支出金：4,104万円

衛生費　2億9,672万円
　予防接種委託
　：1,863万円
　住民健診委託
　：1,847万円
　妊婦健康診査：514万円

総務費　5億176万円
　町営バス運行委託：2,702万円
　子育て世帯定住促進奨励補助金：1,470万円

教育費　4億7,912万円
　皆野幼稚園進入路土地購入費：1,701万円
　皆野町有形民俗文化財収蔵庫改修工事：967万円
　ビュアシュタット市交流事業補助金：242万円

民生費　12億9,964万円
　障害者自立支援給付費負担事業
　：1億8,634万円
　子どもの医療費支給事業
　：2,738万円
　学童保育所サポート事業委託料
　：1,094万円

公債費
8.4%

衛生費
7.4%

消防費
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12.6%

2.9%
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歳出
39億8,514万円

　いずれの比率も町の標準財政規模に対する割合で、標準財政規模とは、通常収入されるであろう町税・普通交付
税・地方譲与税などの大きさを示したものです。
　早期健全化基準は、この基準を超えると財政状況が黄色信号状態にあることを示しています。当町の比率はいず
れもこの基準を下回っており、健全な状態にあるといえます。

いずれも減、介護保険特別会計と後期高齢者医療特別会計は歳入・歳出いずれも増となりました。

　特別会計は、特定の事業を行うため、一般会計と区
分して歳入歳出を処理する必要がある場合に設けるも
のです。町には３つの特別会計があり、保険料（税）と
国・県の負担金や一般会計からの繰入金を財源として
います。
　前年度と比べ、国民健康保険特別会計は歳入・歳出

■健全化判断比率

■特別会計決算

内　　容 早期健全化基準 H27年度 H28年度
実 質 赤 字 比 率 一 般 会 計 の 赤 字 の 割 合 　15.0% 赤字なし 赤字なし
連結実質赤字比率 特別会計も含めた赤字の割合 　20.0% 赤字なし 赤字なし
実質公債費比率 1年間の借金返済額の割合 　25.0% 　3.1% 　4.2%
将 来 負 担 比 率 将来負担を見込まれる負債の割合 350.0% 21.5% 10.7%

会　　計 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 15億8,942万円 14億5,333万円
介　護　保　険 10億6,006万円   9億8,993万円
後期高齢者医療   1億1,909万円   1億1,873万円
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